
 

№20 事業名 
ＲＳウイルスワクチンの定

期接種化 

2026 

年度 

予算額 

11,148 千円 

新規 

拡大 

継続 

 

１ 事業目的（趣旨） 

  2026 年４月１日から妊婦に対するＲＳウイルス（母子免疫）ワクチンが定期接種化

されることに伴い、対象者が自己負担なしで接種できるようにする。 

対象の妊婦にワクチン接種を行い、母体を通じて免疫を獲得することで、新生児及び

乳児におけるＲＳウイルスを原因とする下気道疾患の予防を図る。 

 

 

 

２ 全体の事業内容  

⑴ 内  容 

  ア 対象者 

    妊娠 28 週０日から 36 週６日の妊婦 約 330 人 

  イ 接種回数 

    妊娠ごとに１回 

  ウ 接種方法 

    市内協力医療機関に予約し、母子手帳を持参のうえ接種。 

    ※事前申請により、市外での接種も可。ただし、助成上限額あり。 

 

⑵ 事業期間 

   2026 年４月１日～ 

 

⑶ 事業主体 

   豊岡市 

 

３ 2026 年度予算 

⑴ 予算額 

   11,148 千円（地方交付税措置 90％） 

 

⑵ 事業内容 

  ア 需用費（ワクチン代）   9,300 千円 

  イ 接種委託料        1,465 千円 

  ウ 扶助費（市外接種償還払）  337 千円 

  エ 事務費等           46 千円 

 

４ その他参考事項（事業内容の詳細等） 

  接種に必要な予診票については、母子手帳交付時に配布する。 

  すでに母子手帳を交付済の対象者へは、３月末に予診票を郵送する。 

 

 

担当課名【こども未来課】（内線 2571）    

⑴ 子育てに優しいまち 

※ ＲＳウイルス感染症：風邪のような症状が数日続き、重症化した場合は細気管支炎や肺炎などを起こす。 

生後６か月以内の新生児・乳児への感染や低出生体重児などは重症化の可能性が高い。 


